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米欧日の国際協力によって製作された Swift衛星は、2004年 1月の打ち上げに向け現在、地上最終試験中で
ある。
本衛星は世界で初めて、ガンマ線バースト (GRB)発生から位置を決定、多波長の観測を開始までをひとつの
衛星上で自律的におこなう。その中心的な役割を果たすBurst Alert Telescope(BAT)は、全天の約 1/6 をカバー
する広視野によって、年間約 300のGRBを捕捉・観測する。BATによる位置決定をもとに、数十秒で衛星全体
を GRBの到来方向へと回頭し、X線望遠鏡 (XRT)、UV可視光望遠鏡 (UVOT) による残光の即時観測にはい
り、バースト残光の高分解能の撮像分光観測をおこなう。一連のシーケンスの中で唯一 BATが、GRBの全貌を
捕らえることができるがその真価を発揮するには、32,768 個という膨大な数の、そしてそれぞれに強い個性を持
つ CdZnTe素子の有効面積とエネルギー応答をを適切に評価する必要がある。
我々は、各種放射線源を用いたNASA/GSFCにてBATの開発とその較正実験をすすめてきた。軌道上での応
答を評価するためには地上実験特有のコンプトン散乱経路を数値シミュレーションによって正確に取り除く必要
がある。そこで我々は並行して、サザンプトン大学と共同して、衛星全体をモンテカルロシミュレーションによ
るモデルで再現し、検出器特性を組み込み、構体によるコンプトン散乱を定量的に評価、実験データと比較しな
がら検出器の有効面積の見積もりをおこなった。本学会ではこの結果について報告する。


